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 写真①

私は

を担当しています。 

です。私を、例えるなら、  
 

  

船の操縦運動に関する研究開発

大学との共同研究で論文を投稿していたが、第一著者だった先生がお亡くなりに
なり、論文の査読対応や講演を担当することになったこと

私が普段ではありえない「仕事」でこんな体験をした（している）エピソードは、

と申します。

 写真/イラスト②

 エピソード

谷口 拓也

大学との共同研究に関連し
て論文を投稿

です。

やさしくて何でも食べる「ゲンガー」

偉大な先生の遺作論文の査
読対応や講演をすることに
なった。

投稿の直後、第一著者の先生
がお亡くなりに…。

たにぐち たくや

先生ともっとお話ししておけばと
いう気持ちと同時に、講演など
は貴重な経験となりました。
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夢中になれると思う事を書いてください

仕事・社会人(社会人)私的生活・個人

過去

現在

Low

High
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 お名前

High = 夢中になれる
Low = 夢中になれない

研究・学生生活(学生)

High

High

High

Low

Low

Low

読書

LINEの返信

子どもと遊ぶ
妻と話す

自分の仮説を
検証すること

谷口 拓也
たにぐち たくや

期限に追われること

電話での予約
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